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海
上
安
全
や
海
洋
の
開
発
・
利
用
と

環
境
保
全
等
¥
海
洋
国
家
日
本
に
と
っ

て
海
の
果
だ
す
役
劃
と
そ
の
重
要
性
C

つ
い
て
¥
広
く
国
民
の
皆
様
に
理
解
と

認
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
¥
岳
年
7

月
加
巴
(
海
の
記
会
巳
)
か
ら

7
月
引
巳

ま
で
を
「
酒
の
旬
間
L

と
し
て
ム
王
国
各
地

で
多
彩
な
催
し
、
ガ
実
施
さ
れ
ま
し
疋
。

大
洗
町
で
も
そ
の
一
環
と
し
て
巡
視

船
「
ひ
だ
ち
し
の
体
験
乗
船
や
栗
田
本

フ
工
リ
(
株
)
「
び
く
と
り
L

で
の
体

験
ク
ル
ー
ジ
ン
ゲ
¥
ヨ
ッ
ト

a

モ

タ

ー
ボ
ー
ト
教
室
¥
魚
釣
り
冒
の
無
料
開

放
や
水
族
舘
の
入
館
料
の
割
引
¥
題
の

わ
れ
ま
し
疋
。

巡
視
船
体
験
乗
船
は
去
る

7
岡
山
己

(
日
)
に
¥
大
洗
港
連
の
旬
間
実
行
委
員

会
(
会
長
竹
内
宏
町
長
〉
の
主
催
で
実

施
。
当
日
は
¥
那
珂
湊
海
上
保
安
部
の

協
力
で
鹿
島
海
上
保
安
署
所
属
の
「
巡

視
船
ひ
だ
ち
」
(
剛
ト
ン
)
、
ガ
フ
工
リ

埠
頭
に
撞
岸
。
岸
壁
で
は
出
港
式
、
ガ
行

わ
れ
コ
ミ
ス
ポ
ー
ト
大
洗
し
の
牧
山
軟

織
さ
ん
と
酒
老
沢
ゆ
か
り
さ
ん
の

2
人

に
一
日
船
長
と
機
関
長
を
任
命
。

こ
の
後
¥
町
内
か
ら
公
募
し
疋
一
般

参
加
者
約
ペ
1
5
0名
、
ガ
乗
船
し
午
前
叩

時
泊
分
大
洗
港
を
出
港
し
ま
し
だ
。

海
上
で
は
海
よ
保
安
庁
の
巡
視
艇
に

五
、議究

J:I 

よ
る
一
斉
政
水
で
歓
迎
を
受
け
¥
甲
板
司

で
は
子
供
だ
ち
ガ
海
岸
線
の
景
観
に
歓
戸

声
を
あ
げ
て
い
ま
し
疋
。

重
休
み
の
中
¥
親
子
連
れ
な
ど
参
加

者
は
雄
大
な
太
平
洋
の
酒
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

楽
し
い
重
休
み
の
一
コ
マ
に
な
っ
だ

こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
だ
¥
本
年
2
月
に
国
民
の
祝
日
に

関
す
る
法
律
(
祝
日
法
)
、
か
改
正
さ
れ
¥

酒
の
恩
恵
に
感
謝
し
海
洋
国
日
本
の
繁

栄
を
願
う
巴
と
し
て
¥
平
成

8
年
か
ら

7
月
却
臼
は
国
民
の
祝
日
(
海
の
日
ど

な
り
ま
す
。(

5買
に
関
連
記
事
を
掲
載
)

&一日船長に任命されたミスポー卜の秋山さん(左)と海老沢さん、巡視船「ひたち」の乗組員

級協

長

4晶子供達も制服を着て記念撮影

議離

酒・堅田磯町七一一一町
A鹿島海上保安署所属の巡撹船「ひたちJ500トン

&大洗マリーナを出港するヨット教獲の子供たち

梅
雨
の
晴
間
今
日
の
叡
歩
は
泡
の
果
て

空
の
果
て
ま
で
見
ゆ
る
と
こ
ろ
に

寺

釜

三

村

佳

江

釣
り
い
そ
ぐ
山
抑
え
て
堤
防
に

当
た
り
待
ち
居
る
タ
照
の
中

蔵

前

鴨

川

靖

風
紋
の
つ
き
し
砂
丘
に
つ
づ
き
だ
る

海
に
資
ひ
し
却
な
日
恋
ほ
し

寺
釜
佐
藤
よ
し
子

幼
児
は
浜
辺
の
小
蟹
追
い
か
け
て

穴
ヘ
逃
げ
る
を
い
ぶ
か
り
て
見
る

寺
釜
小
野
瀬
イ
シ

つ
ら
か
り
し
月
日
は
過
ぎ
て

今
日
来
れ
ば

艦
砲
射
撃
は
夢
の
如
く
に

祝

町

河

野

み

よ

牛
の
背
を
理
へ
芝
や
う
な
岩
肌
に

二
人
の
孫
の
喜
々
と
し
て
遊
ぶ

祝

町

河

野

み

よ

ほ
お
か
ふ
り
し
て
漕
き
た
せ
は

あ
お
き
酒

祝

町

古

川

和

忙
し
く
漁
網
を
お
ろ
す
荒
海
の

色
づ
き
は
じ
む
こ
こ
は
い
く
さ
場

祝

町

吉

川

和

夏
の
タ
風
静
か
な
る

E
C立
て
ば

あ
か
る
<
船
の
入
る
来
る
見
ゆ

角

一

辻

彦

三

一

日
差
し
き
び
し
い

ボ
ウ
ズ
か
な

新

町

竹

下

雅

門

船
上
の

A 海上保安庁の巡視艇「いわかせ、」による一斉放水

週
一
般
公
募
(
山
川
名
)
の
み
な
さ
ん
や

中
学
I
年
生
(
削
名
)
な
ど
を
乗
せ
て

快
適
な
フ
ェ
リ
ー
ク
ル

l
ジ
ン
グ



第285号 (2)

狩
野

第
口
回
参
議
院
通
常
選
挙
の
投
票
が

7
月
お
日
(
臼
)
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

!
j刈
晶
は
引
慣
近
に
迫
っ
た
新
選
挙
区

に
よ
る
総
選
挙
の
前
哨
戦
と
い
、
7
位
置

付
け
も
あ
り
、
有
力
4
党
が
し
の
ぎ
を

削
る
選
挙
戦
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
前
々
回
の
消
費
税
問
題
の
よ
う
な

明
確
な
争
点
が
な
か
っ
た
う
え
、
夏
休

も市らあお

区

民

7G 

す子

み
最
初
の
日
曜
日
で
「
レ
ジ
ャ
ー
優
先

組
」
が
多
か
っ
た
こ
と
が
影
響
し
、
有

権
半
市
川
准
吾
川
局
J
f
崎
市
舟
暗
ま
し
た
。
ー

こ
の
結
果
、
投
票
率
は
茨
城
県
平
均

却
・
叫
%
(
大
洗
町
ω
-
U
%
)
で
、

過
去
最
低
と
な
っ
た
前
回
(
出
・
臼
%
)

に
つ
ぐ
2
番
同
国
に
低
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

参議院茨城県選挙区選出議員確定結果

候補者名 得渠数

七仁圭2=r 岡 まり子 162票

たねだ 誠 1，658票

かのう 安 2，572票

づ、 寺本 Yじ 1，706票

田 谷 たけお 260票

ぐんじ 車内 25票

計 6，383票

開
票
の
結
果
、
参
議
院
茨
城
選
挙
区

で
は
、
持
野
安
氏
、
小
林
一
克
氏
が
当
選

し
ま
し
た
。

無効 141票

参議院茨城県選挙堅選出議員得票数

当かのう 安 304，497票

当小林 元 232，396票

たねだ 誠 189，426票

田谷たけお 48，228葉

吉岡まり子 23，194票

ぐんじ 納 6，256襲

※県内市町村での得票数

参議院比例代表選出議員選挙確定結果

政党等名称 得(票票数) 

平 干t日 市 民 20 

ス ポ ー ツ平和党 70 

憲 法 み ど り農の連帯 2 

育 年 自 由 党 33 

みどりといのちの市民・農民連合 10 

さ わ や か 来行 }t ι 65 

国 民 ρYιt 20 

新 党 さ き カf tt 108 

自 由 民 王 '5且ιん 2，116 

平 成 維 新 グ〉 ~ 53 

第 院 ク フ ブ 124 

新 進 党 1，751 

全日本ドライパーズクラブ 28 

新 自 由 AJUL ， 181 

日 本 共 産 党 307 

世 界 i争 告王Eを ~ミ 。
日 本 社 iヱLミ 党 1.013 

新 し い 時 代 を つ く る 党 29 

雑 民 点}t 4 

日 本 世 直 し AJIι ら 4 

「開星論」の U F 0 党 6 

教 三円乏玉な 主Jμι， 10 

日 本 福 祉 1t_ι ， 74 

言十 6，028 

お平成7年 9月5日

参議院議員通常選挙

投票区別投票者数及び投票率

十交
Eヲヲ五て 有権者数 投票者数 投 票 率
区

J人 J、 手舌

2，496 939 37闘 62

2 2，603 992 38.11 

3 1，388 622 44.81 

4 1，616 557 34.47 

5 1，150 549 47.74 

6 1，834 765 41.71 

ア 864 388 44.91 

8 1，181 521 44司12

9 1，457 589 40.43 

10 1，055 370 35.07 

11 476 232 48.74 

言十 16，120 6，524 40.47 

496葉無効(大洗町選挙管理委員会)

そして身の安全〉状況にあった行動、関~(])盟〈錨開 f
地震、台風、大雨、土砂崩れ、火山噴火・…一日本は、自然災害ガ発生しやすい地理的条件!こあります。

そのだめ、いつ、どこで災害の被害に遭うか分かりません。ふだんからの備えと、いざというときにとる

べき行動を頭のなかに入れておく!ill¥要があります。

では、いざ災害ガ起きだら、どのような行動をとればいいのでしょうか。特に地震の場合は、発生直後

約?分の行動ガ生死を分けるともいわれています。災害への備えをしっかりするとともに、状況にあつだ

行動をとらなければなりません。

火が出ても慌てない

毛布などで頭を守る

机の下!こもぐる

家異などの少ない部屋に

選11込む

|地震が輯告たも

まず、賓の安全在

確保する

~2次災害の恐ろし吉~

豊富田本海中部地震(マグニチュード7.7)

昭和田年 5月26日、秋田県男鹿市加茂海岸

で、遠足にきていた小学生が津波に遭い、 104

人が死亡。

園北海道南西沖地震(マグニチュード7.8)

平成 5年 7月12日、北海道奥尻島で、最大

21メートルの津波が発生。 202人が死亡。

。地震の被害で恐ろしいのが、津波や火災、

土砂崩れといった 2次災害です。特に、津波

は地震発生直後に襲ってくるケースもあり、

揺れが収まり身動きがとれ

るようになったら、高台に

避難することが必要です。

地震直後の行動が、生死を

分けることになります。

l揺れか親まったらー
、
グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
、
火
の
始
末
。

2
、
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
下
に
身
を
ふ

せ
る
。

3
、
戸
を
開
け
て
、
ま
ず
出
入
り
口

を
確
保
す
る
。

4
、
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
。

5
、
わ
が
家
の
安
全
、
隣
の
安
全
、

お
互
い
に
声
を
か
け
あ
う
。

6
、
火
が
出
た
ら
す
ば
や
く
消
火
。

7
、
門
や
壁
に
近
寄
ら
な
い
。

8
、
室
内
の
ガ
ラ
ス
の
破
片
に
気
を

つ
け
る
。

9
、
協
力
し
あ
っ
て
応
急
救
護
。

問
、
正
し
い
情
報
に
耳
を
か
す
。

地
震
の
行
動

簡
の
ポ
イ
ン
ト

忘
れ
な
い
で
下
さ
い
グ

「
年
金
の
事
繍
単
品
」

「
由
民
年
金
」
は
、
部
歳
か
ら
印

歳
ま
で
ω
年
間
加
入
し
ま
す
が
、
そ

の
問
、
学
生
や
会
社
に
勤
め
て
い
る

期
間
も
あ
り
、
ま
た
、
家
業
を
継
い

だ
り
、
結
婚
し
て
専
業
主
婦
に
な
っ

た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ

i
ス
が
起

こ
り
ま
す
。
「
国
民
年
金
」
の
加
入

こんなとき ヰ重別 届書名 必要なもの

20歳になったとき l号 資格取得届 印鑑

20歳以上の学生 1号 資格取得届 印鑑、学生証

厚生年金・共済組合に加入したとき l号時2号 資格喪失届 印鑑;年金子核(夫婦)、健康明干柿崎+吋叫仲--品品目--一ー日ーーーーーーーーーーーーー ーーーーー四円守「一四時干時--仲
(扶養きれている配偶者) 1号時3号 第3号被保険者該当局 保険証、加入年月自の証明

結婚などにより配偶者 l号時3号
第3号被保検者該当届

印鑑、年金手帳(夫婦)、
から扶養されることになったとき 2号時3号 健康保険証

サラリーマンの奥きんが
①配偶者の扶養からはずれたとき 3号時l号 種別変更届 印鑑、年金手帳(夫婦)、
(収入増・離婚)

健康保険証
②就職により厚生年金・共済組合に 3号時2号 資格喪失届
加入したとき

厚生年金・共済組合の加入をやめたとき 2号時1号 資格取得届 印鑑年間(夫婦)， I ーーーーーーーー司由司司【『守叩--〒ー「一一ー『司直 日--千四山千四ーーー山ーーー・ーー】
(扶養きれている配偶者) 3号時1号 種別変更届 j且織年月日の証明

住所が変わったとき l号・ 3号 住所変更届 印鑑、年金手帳

氏名が変わったとき l号・ 3号 氏名変更届 印鑑、年金手帳

任意加入するとき 任意加入申出届 印鑑、年金手帳

自
動
車
税
の
登
録
手
続
き
は
確
実
に
ノ

|
名
義
護
軍
等
の

登
録
手
続
き
は
お
済
で
す
か
l
i

毎
年
5
月
に
自
動
車
税
の
納
税
通

知
書
を
発
送
後
、
一
部
の
方
よ
り
自

動
車
を
下
取
り
に
出
し
た
の
に
、
ま

た
解
体
し
た
の
に
納
税
通
知
書
が
属

い
た
。
あ
る
い
は
住
所
が
変
っ
た
が

納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
。
と
い
っ

た
内
容
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
な
る
前
に
、
陸
運
支
局
で
名

義
変
更
・
抹
消
登
録
・
住
所
変
更
登

録
等
を
確
実
に
行
っ
て
下
さ
い
。

こ
う
し
た
変
更
等
の
登
録
手
続
き

〈加入者の主な手続き〉
税

だ

よ

H
V

の
し
か
た
も
そ
れ
に
伴
っ
て
変
わ
り
、

そ
の
つ
ど
被
保
険
者
と
し
て
種
別
を

変
更
す
る
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
ご
自
分
の
年
金
を
受
け
る
権
利

を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
人
生
の
節

日
節
目
の
「
年
金
の
手
続
き
」
を
ぜ

ひ
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。

を
し
な
い
と
、
自
動
車
税
が
課
税
に

な
っ
た
り
、
延
滞
金
が
つ
い
た
り
し

て
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
田
に
な
り
ま
す
句

登
録
・
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、

次
の
と
こ
ろ
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

0
自
動
車
の
登
録
に
関
す
る
こ
と

関
東
運
輸
局
茨
城
陸
連
支
局

盟

問

5
1
1
8

0
自
動
車
税
に
関
す
る
こ
と

水
戸
県
税
事
務
所

盟

加

1
6
6
0
5



死
亡
者
の

3
人
に

1
人
は
高
齢
者

日
歳
以
上
の
方
(
高
齢
者
)
の
交
通

事
故
が
大
変
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

県
の
平
成
6
年
に
お
け
る
高
齢
者
の

交
通
事
故
の
発
生
件
数
は
1
2
4
件、

亡
く
な
っ
た
方
は
3
2
6
人
で
、
こ
れ

は
平
成
5
年
と
比
べ
る
左
発
生
件
数
で

3
2
6
件
、
亡
く
な
っ
た
方
で
6
人
増

え
て
い
ま
す
。

平
成
6
年
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡

者
4
2
1
人
の
約
3
割
が
高
齢
者
と
な

っ
て
い
ま
す
。

今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
、

7
月
末
現

在
で
既
に
臼
人
の
高
齢
者
が
亡
く
な
っ

札
却
/
網
棚
榔
抑
制
州
源
流
の

野
瀬
」
水
域
き
れ
い
だ
っ
た

祝
町
小
学
校
の

5
・
6
年
生
と
引
率

の
先
生
犯
名
が
、
去
る
8
月
3
日
に
飯

田
ダ
ム
(
笠
間
市
)
と
梱
沼
川
上
流
の

野
外
観
察
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
供
た
ち
の
目
で
湖
沼
川

上
流
の
水
質
の
実
態
を
観
察
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
湖
沼
及
び
凋
、
福
川
周
辺
の

環
境
美
化
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
大
洗
地
区
掴
沼
浄
化
対
策
協
議

会
(
菅
原
調
会
長
)
が
主
催
。

飯
田
ダ
ム
(
笠
間
市
)
は
多
白
的
ダ

ム
で
総
貯
水
容
量
2
2
4
万
ト
ン
。
間
市

中
央
地
域
の
貴
重
な
水
源
で
あ
り
、
一

平成7年9月5日

。
重力執の金韓交通安

伊 崎-

。
t" らあおお(3)第285号

て
い
ま
す
。

発
生
件
数
は

円
。
年
前
の

E
暗

ま
た
、
平
成
6
年
の
高
齢
者
の
交
通

事
故
の
状
況
を
平
成
元
年
と
比
べ
る
と
、

発
生
件
数
で
約
2
倍
、
亡
く
な
っ
た
方

で
1
・
3
倍
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も

増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

歩
行
中
の

事
故
が
一
番
多
い

亡
く
な
っ
た
方
の
状
況
を
見
て
み
る

と
、
歩
行
中
に
事
故
に
あ
わ
れ
た
方
が

一
番
多
く
、
つ
ぎ
に
原
動
機
付
き
自
転

車
、
自
転
車
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
全
体
の
約
8
割
に

も
な
り
ま
す
。

事
行
者
は

左
右
の
確
認
在

特
に
歩
行
中
の
事
故
は
、
そ
の
大
半

が
道
路
横
断
中
に
起
こ
っ
て
お
り
、
こ

れ
は
左
右
の
確
認
を
確
実
に
行
い
、
横

断
歩
道
を
渡
る
こ
と
で
多
く
の
事
故
を

防
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
夜
間
外
出
す
る
時
は
、
な
る

べ
く
白
地
の
服
装
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

一
一
輪
車
@
畠
転
車
は

一
時
停
止
を

ま
た
、
二
輪
車
、
自
転
車
の
事
故
は

出
会
い
頭
の
事
故
が
多
く
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
「
止
ま
れ
」
の
標
識

の
あ
る
と
こ
ろ
や
見
通
し
の
悪
い
交
差

点
で
は
一
時
停
止
す
る
こ
と
を
心
が
け

る
こ
と
が
大
事
で
す
。

外
出
の
際
に
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
、
お
出
か
け

下
さ
い
。

画出

「
高
齢
者
交
通
安
全
マ

1
ク」

を
ご
存
じ
で
す
が

こ
の
マ
ー
ク
は
、
高
齢
者
の
自
動
車

や
自
転
車
等
に
貼
り
付
け
る
こ
と
に
よ

り
、
高
齢
者
自
ら
安
全
運
転
を
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
一
般
の
ド
ラ
イ
バ

ー
に
も
高
齢
者
に
対
し
気
配
り
の
あ
る

運
転
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
制
定
さ
れ
た
マ

l
ク
で
す
。

こ
の
マ

l
ク
を
貼
り
付
け
た
自
動
車

や
自
転
車
な
ど
を
見
か
け
た
ら
、
思
い

や
り
の
あ
る
運
転
を
。

大
洗
関
の
突
通
事
政
の
状
況

大
洗
町
で
の
交
通
事
故
に
よ
る
死

傷
者
数
は
、

3
年
連
続
で
全
国
平
均

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
6
年
中
の
交
通
事
故

に
よ
る
死
者
数
も
、
人
口

1
万
人
当

た
り
県
内
部
市
町
村
中
幻
位
、
町
村

で
は
ロ
位
と
い
ず
れ
も
高
い
位
置
を

示
し
て
い
ま
す
。

平
成
7
年
8
月
末
現
在
、
す
で
に

6
名
が
交
通
事
故
に
よ
り
死
亡
し
、

昨
年
の

4
名
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

ま
す
。町

民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交

通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
交

通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

部
が
県
広
域
水
道
用
原
水
に
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
湖
水
に
は
ニ
ジ
マ

ス
や
ヤ
マ
メ
な
ど
の
魚
が
放
流
さ
れ
、

親
水
ゾ

l
ン
と
し
て
公
閤
も
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
後
掴
沼
川
の
源
流
を
見
学
。
子

供
た
ち
は
そ
の
き
れ
い
な
水
の
流
れ
に

大
変
驚
い
て
い
ま
し
た
。

野
外
観
察
会
後
、
山
び
こ
の
郷
(
七

会
村
)
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
t

や
流
れ
る
プ

ー
ル
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。今

回
の
、
観
察
会
で
子
供
た
ち
は
水

質
浄
化
と
環
境
美
化
運
動
の
必
要
さ
を

体
験
を
と
お
し
て
知
る
こ
と
が
出
来
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

彩
る

3
0
0
0灘

ム

x
w溝
晶
化
大
大

1た

回
大
洗
夏
ま
つ
り
の
一
つ
、
海
上
花

火
大
会
が
、
去
る
7
月

m
g
(土
)
大
洗

サ
ン
ビ
!
チ
海
岸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

花
火
打
ち
上
げ
に
は
、
絶
好
の
天
気

に
恵
ま
れ
、
大
勢
の
観
光
客
や
町
民
の

皆
さ
ん
が
浜
辺
や
港
か
ら
、
支
の
夜
空

に
咲
く
花
火
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
花
火
大
会
は
、
大
洗
の
ま
つ
り

実
行
委
員
会
が
主
催
。
午
後
7
時
却
分

尺
玉
2
発
に
よ
る
「
躍
進
大
洗
町
幻

世
紀
へ
光
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
し
が
打
ち
上

げ
ら
れ
、
立
固
と
光
の
共
演
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

協
賛
企
業
に
よ
る
尺
玉
や
ス
タ
!
?

イ
ン
・
野
村
花
火
工
業
(
株
)
提
供
の
創

造
花
火
「
う
づ
ま
き
状
星
雲
・
大
洗
港

の
魚
た
ち
・
銀
河
宇
宙

土
星
の
旅
」
な
ど
3
、
0

0
0
発
が
次
々
と
打
ち

上
げ
ら
れ
、
夜
空
に
開

く
花
火
と
海
面
を
照
ら

す
光
景
に
歓
声
が
あ
が

り
、
夏
の
ひ
と
と
き
を

楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

寸
J

一
弾
土
の
均
金
梅
m
w
翠ぺ

一

;

;

J

fいレト
h

圏
見
と

J

一
、
一
緒
区
一
ペ
ツ
タ
ン
、
ペ
ツ
タ
ン

去
る
7
月
出
日
(
火
)
、
梅
雨
の
明
け
か
ら
め
て
も
ら
い
、

た
ば
か
り
と
は
思
え
な
い
程
、
猛
暑
と
べ
て
い
ま
し
た
。

な
っ
た
こ
の
日
、
明
石
保
育
園
で
は
、

国
児
や
父
兄
の
み
な
さ
ん
が
高
砂
部
屋

の
力
士
達
と
暑
気
払
い
を
兼
ね
て
、
伝

統
的
な
も
ち
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
、
高
砂
部
屋
か
ら
元
十
両
梅
の

畏
外
、
鬼
面
龍
、
塙
の
里
の
3
力
士
が

参
加
。
園
児
達
も
大
喜
ぴ
で
、
昔
な
が

ら
の
き
ね
と
う
す
で
ベ
ッ
タ
ン
、
ベ
ッ

タ
ン
。
小
さ
な
闘
児
た
ち
も
大
き
な
お

相
撲
さ
ん
の
手
を
借
り
て
ペ
ッ
タ
ン
、

ベ
ツ
タ
ン
。
園
児
た
ち
の
ヨ
イ
シ
ョ
ッ
、

ヨ
イ
シ
ヨ
ツ
の
掛
け
声
と
一
緒
に
も
ち

つ
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

つ
き
あ
が
っ
た
も
ち
は
、
あ
ん
こ
を

お
い
し
そ
う
に
食

V ジョウビ夕、キ
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平沼好男

圏
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
l
l
i

と
な
b
の
町
h
v
p
p

水
戸
広
域
市
町
村
園
協
議
会

渡
部
健
蟻
マ
一
つ
ソ
ン
大
金

ロ
月
比
呂
(
日
)

午
前
9
時
却
分
ス
タ
ー
ト

友
部
町
立
北
川
根
小
学
校

2
キ
ロ
(
親
子
・
小
学
生
)

3
キ
ロ
(
中
学
生
女
子
)

5
キ
ロ
(
中
学
生
男
子
・
一

般
女
子
・
一
般
男
子
)

日
キ
ロ
二
般
却
歳
以
下
・

一
般
却
歳
以
上
)

小
・
中
学
生

3
0
0
円

高
校
生

1
、
0
0
0
円

一
般
・
親
子

2
、
0
0
0
円

申
込
期
限
叩
月
目
白
(
火
)

申
込
み
・
問
合
せ
先

千
捌

i
口
西
茨
城
郡
友
部
町
中
央
3

1
2
1
1

友
部
町
教
育
委
員
会
内

友
部
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局

宮

0
2
9
6
1
作

l
1
1
0
1

内
線
2
3
6

日

時

種会

目場

参
加
料

〔
評
〕
う
ま
い
陽
光
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
で

高
橋
さ
ん
ら
し
い
作
品
で
す
。
鳥
の
質
感

や
色
も
よ
く
出
て
い
る
し
な
ん
と
い
っ
て

も
管
内
色
の
パ
ッ
ク
が
格
調
高
い
写
真
に
し

て

い

ま

す

。

(

絹

針

弘

己

)

〔評〕 タイトル通りお母さんを呼ん

でいる子供の表情がよく表現されて

いると思います。撮影する前の場面

設定がよく計算されています。

(絹針弘己)

，.砂aノo)(%)②⑤②②②匂⑤⑤@⑤l

お
お
め
ら
い

勝

山

美
選

己
れ
ひ
と
り
の
篤
に
飯
炊
く
雨
の
朝

あ

じ

さ

い

く

ら

紫
陽
花
の
藍
い
ろ
冥
か
ら
ず

船

渡

照

沼

と

よ

子

〔
評
〕
御
主
人
に
先
立
た
れ
、
永
い

看
護
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
は
一
言

、
ぇ
、
食
事
は
「
己
れ
ひ
と
り
の
為
」

で
あ
る
。
心
し
ず
め
て
紫
陽
花
に
白

を
置
く
と
き
、
結
句
「
い
ろ
冥
か
ら

ず
L

と
詠
み
切
っ
た
と
こ
ろ
に
作
者

の
深
い
心
情
、
更
に
人
生
観
が
見
え

る
。
「
冥
」
は
仏
語
、
幽
暗
の
義
。

長
梅
雨
の
憂
さ
晴
ら
す
ご
と
轟
け
る

打
揚
花
火
は
夜
空
焦
が
せ
り

成

田

杉

山

富

久

〔
評
〕
夏
の
夜
空
を
い
ろ
ど
る
花
火

は
、
私
達
に
共
通
の
涼
感
を
覚
え
き

せ
て
く
れ
る
。
全
体
を
よ
く
艦
め
、

そ
つ
な
く
詠
み
あ
げ
て
い
る
。

次
々
と
上
ぐ
る
花
火
の
夜
を
染
め
て

枝
垂
れ
る
さ
ま
に
海
の
h
一
に
消
ゆ

蔵

前

鴨

川

靖

〔
評
〕
花
火
技
術
も
近
年
多
様
化
し

て
来
た
。
し
だ
れ
つ
つ
降
り
お
ち
る

さ
ま
が
、
よ
く
表
出
さ
れ
て
い
る
。

、
し
ず

変
化
す
る
も
の
の
ひ
と
つ
に
水
の
色

白
を
重
ね
て
奔
流
の
滝

堀

割

身

内

ゆ

み

〔
評
〕
技
巧
的
措
写
に
挑
戦
す
る
作

者
、
奔
流
す
る
さ
ま
を
澄
明
で
あ
る
水

に
白
主
皇
ね
た
表
現
が
成
功
し
て
い
る
。

秋
に
行
き
し
大
吊
橋
の
お
も
わ
れ
て

高
き
橋
よ
り
新
緑
を
見
た
し

寺

釜

加

部

東

ふ

み

〔
評
〕
竜
神
橋
の
吊
橋
、
日
本
一
と
言

わ
れ
る
景
勝
の
橋
で
あ
る
。
秋
の
景
を
、

更
に
新
緑
も
見
た
い
と
い
う
の
だ
。

パ
ス
中
に
昔
思
わ
す
編
上
の
靴
を

履
き
た
る
乙
女
が
お
り
ぬ

角

一

前

原

青

嵐

〔
評
〕
編
上
靴
に
作
者
の
自
が
止
ま

っ
た
時
、
こ
の
歌
が
生
ま
れ
た
。
人

は
常
に
感
動
を
持
ち
た
い
。
感
動
の

な
い
人
生
は
老
い
を
早
め
る
。

濃
き
瑠
璃
の
い
ろ
深
め
つ
つ
紫
陽
花

お
も
お
も

の
露
を
含
み
て
重
々
と
咲
く

仲

町

庄

司

千

代

子

い
ろ

〔
評
〕
あ
じ
さ
い
の
花
の
彩
に
は
移

ろ
い
が
あ
る
。
じ
っ
と
日
を
注
ぐ
作

者
の
視
線
に
共
感
を
覚
え
る
。

ひ
さ
び
さ
の
日
差
し
強
く
て
駅
よ
り

の
海
辺
へ
向
う
若
者
多
し

大
震
新
町
小
野
瀬
イ
シ

〔
評
〕
夏
を
む
か
え
た
町
の
情
景
。

若
者
逮
に
と
っ
て
は
、
盛
夏
は
何
よ

り
待
た
れ
て
な
ら
な
い
季
節
な
の
だ
。

か
ら
だ

病
む
兄
の
身
体
細
り
て
骨
と
皮
わ
が

身
に
重
ね
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る

蔵

前

田

山

佳

男

〔
評
〕
入
院
中
の
兄
君
へ
の
せ
め

て
の
奉
仕
で
あ
ろ
う
。
分
身
で
も

あ
る
自
分
の
思
い
を
重
ね
て
詠
ん

だ
作
。

い
つ
来
て
も
笑
顔
で
迎
え
く
れ
し
人

今
日
誌
の
日
と
は
な
り
た
り

祝

町

河

野

み

よ

〔
評
〕
願
入
寺
事
務
員
二
十
年
勤
務

の
方
と
添
書
き
が
あ
る
。
歌
一
首
と

な
っ
た
時
、
人
生
の
一
駒
を
見
る
。

朝
日
影
あ
ふ
る
る
中
を
あ
た
ふ
た
と

飛
び
立
つ
ご
と
く
母
は
掛
一
き
け
り

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

〔
評
〕
「
影
」
の
意
は
、
物
が
光
を

遮
っ
た
と
き
映
し
出
さ
れ
た
物
の
場

あ
き
か
げ

A
口
使
わ
れ
る
の
で
、
「
朝
光
の
」
と

し
た
方
が
よ
い
。
「
あ
た
ふ
た
と
」
は

あ
わ
て
騒
ぐ
表
現
を
一
マ
一
口
う
の
で
、
こ

の
場
合
見
守
る
ま
わ
り
の
人
達
で
あ

る
な
ら
相
応
し
く
な
い
。
従
っ
て
、

例
え
ば
「
白
鳥
の
飛
び
立
つ
ご
と
く
」

と
す
る
と
、
上
旬
の
「
光
あ
ふ
る
る
し

と
い
う
捉
え
方
と
照
応
し
て
作
者
の

御
母
堂
へ
の
追
福
の
心
情
が
表
白
さ

れ
て
く
る
。
推
測
で
申
し
上
げ
た
の

で
違
っ
て
い
た
ら
御
許
し
の
程
を
。

わ
が
余
生
と
供
に
歩
ま
ん
掛
時
計

と
き
に
午
睡
は
わ
が
身
を
保
つ

新

町

宮

部

政

勝

(
評
〕
添
文
に
退
職
者
記
念
の
時
計

と
あ
る
。
刻
々
と
時
は
流
れ
、
作
者

の
歩
ん
で
来
た
人
生
が
一
首
を
感
銘

深
い
も
の
と
し
て
い
る
。
特
に
下
旬

の
捉
え
方
が
い
い
。



も
ら
っ
た
り
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
水
族
館
の
裏
舞
台
の
様
子
に
、
参

加
者
は
、
「
得
を
し
た
み
た
い
。
し
と
感

激
し
て
い
ま
し
た
。

茂
木
町
で
の
山
っ
子
体
験
で
は
、
カ

ヌ
i
や
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
、
鎌
倉
山

の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
カ

ヌ
i
教
室
で
は
、
最
初
怖
が
っ
て
い
た

子
ど
も
達
も
次
第
に
慎
れ
オ

i
ル
を
上

手
に
使
い
、
カ
ヌ
ー
を
操
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
鎌
倉
山
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ

で
は
、
山
の
植
物
や
鳥
や
昆
虫
等
を
観

察
し
な
が
ら
爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し

た
。
帰
り
は
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
こ

ん
に
ゃ
く
を
土
産
に
、
真
岡
鉄
道
の
蒸

気
機
関
車

(
S
L
)
に
乗
り
、
茂
木
の

子
ど
も
達
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
帰
町
し

ま
し
た
。

こ
の
4
日
間
で
、
真
っ
黒
に
日
焼
け

し
た
海
っ
子
と
山
っ
子
た
ち
は
、
お
互

い
の
自
然
の
中
で
思
い
つ
き
り
遊
ぴ
、

友
情
を
深
め
、
そ
れ
と
共
に
自
然
の
す

ば
ら
し
さ
を
学
ぴ
、
そ
れ
を
守
っ
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
と
っ
た
こ
と

で
し
ょ
、
つ
。
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町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
(
鈴
木
久

雄
会
長
)
で
は
、

8
月
6
B磯
浜
小
と

一
中
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
第
四
屈
の
球

技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
各
地
区
の
子
ど
も
達

が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
交
流
と
親
睦

を
深
め
る
こ
と
が
目
的
で
行
わ
れ
ま
し

た

を
か
き
ね
て
か
な
り
上
達
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の

声
援
を
受
け
て
一
元
気
一
杯
の
プ
レ

l
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

指
導
者
の
皆
き
ん
本
当
に
ご
苦
労
様

で
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

北
海
道
苫
小
牧
港
と
大
洗
港
と
の
フ

ェ
リ
ー
就
航
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た

大
洗
・
苫
小
牧
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
相
互

の
野
球
を
通
し
た
交
流
会
が
、
去
る
8

月
8
日
か
ら
8
月
刊
日
ま
で
の

3
日
間

大
洗
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
日
回
目
を
迎
え
、
苫
小
牧
か

ら
と
き
わ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
(
戸
部
英
一
苫
小
牧
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
長
)
一
行
叩
名
が
8
日
午
後
2
時

に
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
到
着
、
大
洗
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
団
員
及
ぴ
関
係
者
に
よ
る

歓
迎
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

翌
9
日
に
町
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ン

ド
で
開
会
式
が
行
わ
れ
竹
内
町
長
が
、

「
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
、
た
く
ま
し

い
心
と
身
体
づ
く
り
を
図
り
、
交
流
会

で
友
情
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
」

と
歓
迎
の
挨
拶
。
高
野
晋
佑
君
(
大
洗
)

日
向
正
輝
君
(
苫
小
牧
)
両
主
将
の
「
力

一
杯
プ
レ
ー
を
し
ま
す
」
と
力
強
い
選

手
宣
誓
が
あ
り
、
関
根
教
育
委
員
長
の

始
球
式
で
交
流
試
合
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
第
一
試
合
は
先
発
メ
ン
バ
ー
が
レ
ギ

ュ
ラ
ー
同
士
山
の
対
戦
で
白
熱
し
た
好
プ

レ
ー
が
続
出
し
て
、
結
果
は
7
対
0
で

大
洗
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
勝
利
、
第
2

試
合
は
苫
小
牧
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優

勢
に
試
合
を
進
め
て
、
-
対
3
で
苫
小

牧
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
勝
利
、
両
チ
ー

ム
1
勝
1
敗
で
仲
良
く
引
き
分
け
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
の
交
流
会
か
ら
、
あ
ま
り
経
費

の
か
か
ら
な
い
交
流
会
に
し
よ
う
と
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
父
兄
の
方
々
の

意
向
も
あ
り
、
手
作
り
の
あ
た
た
か
い

も
て
な
し
に
な
り
ま
し
た
。
試
合
の
ム
口

聞
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
野
菜
サ
ラ
ダ
、

試
合
後
に
は
か
き
氷
と
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
を
ほ
う
ば
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ

り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

3
日
目
は
サ
ン
ビ

i
チ
海
岸
で
海
水

浴
や
ス
イ
カ
わ
り
等
で
親
交
を
深
め
た

あ
と
大
洗
水
族
館
、
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
を

見
学
。
帰
路
フ
ェ
リ
ー
へ
の
乗
船
前
の

お
別
れ
会
で
は
団
員
同
志
ま
た
来
年
の

夏
、
会
い
ま
し
ょ
う
と
、
記
念
の
ボ
ー

ル
を
交
換
し
て
、
再
会
を
約
束
し
ま
し

た
。
今
回
の
交
流
会
で
は
町
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
及
ぴ
各
関
係
者
の
皆
様
大
変
ご

苦
労
様
で
し
た
。

努

明神町

きくら、新町、青い鳥、舟渡

蔵前、上中宿

東光台

8
月
の
猛
暑
の
中
、
町
内
の
子
ど
も

会
か
ら
男
女
出
チ
ー
ム
約
5
0
0
名
が

参
加
。
男
子
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
女
子

は
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
競
技
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
最
初
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
も
出
来

な
か
っ
た
子
ど
も
達
も
、
地
区
の
指
導

者
か
ら
熱
心
な
指
導
を
受
け
、
猛
練
習

賞

賞

カ

力努

明神町

永町

新町

東光台

ら
お
う
と
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

大
洗
町
で
の
海
っ
子
体
験
で
は
、
チ

ョ
ン
づ
り
や
シ
ュ
ノ

l
ケ
リ
ン
グ
、
地

曳
網
等
で
採
取
し
た
大
洗
の
海
の
生
き

物
を
水
族
館
の
学
芸
員
の
指
導
の
も
と

学
習
し
た
り
、
ラ
イ
フ
セ
!
ビ
ン
グ
体

験
に
挑
戦
し
た
り
、
強
い
日
差
し
の
中
、

大
洗
の
海
を
満
喫
し
ま
し
た
。
ま
た
、

水
族
館
見
学
で
は
、
イ
ル
カ
や
ペ
ン
キ

ン
に
触
っ
た
り
、
サ
メ
の
卵
を
見
せ
て

1
明
ゲ
イ
震
診
車
謬
爽
〈
少
年
期
縄
賊
理
」

「
l
l
大
沈
の
海
へ
出
没
l
l
L

ア
イ
ア
ン
キ
ツ
ズ
が
海
賊
服
(
ユ
ニ
支
援
隊
旗
も
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ム
)
に
身
を
包
み
、
サ
ン
ビ

l

自
分
た
ち
で
使
う
も
の
は
自
ら
の
手

チ
、
キ
ャ
ン
プ
場
に
出
没
。

7
月
白
日
j

で
。
竹
林
に
入
り
竹
を
切
り
、
竹
村
か

初
日
、
そ
こ
を
根
城
に
2
泊
3
日
の
サ
ら
箸
や
食
器
、
竹
筒
の
釜
等
を
製
作
。

パ
イ
パ
ル
、
キ
ャ
ン
プ
を
体
験
し
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
食
事
の
準
備
か
と
思
い
ま
し

第
一
臼
白
。
ア
イ
ア
ン
キ
ツ
ズ
の
シ
た
が
、
食
材
調
達
ク
イ
ズ
と
い
う
難
関

ン
ボ
ル
テ
ン
ト
で
あ
る
テ
ィ
ピ
ィ
!
の
が
待
ち
受
け
て
い
ま
し
た
。
海
辺
に
行

設
営
式
。
こ
の
テ
ン
ト
は
支
援
隊
が
何
っ
て
大
き
な
貝
を
見
つ
け
た
り
、
ク
イ

日
も
か
け
て
自
作
し
た
も
の
で
、
大
人
ズ
に
答
え
た
り
、
海
賊
と
し
て
の
体
力

加
入
が
入
れ
る
程
の
大
き
な
イ
ン
デ
ィ
と
知
力
が
試
さ
れ
ま
す
。
勝
っ
た
チ
l

ア
ン
テ
ン
ト
で
す
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
ム
は
豪
華
メ
ニ
ュ

l
。
負
け
た
チ
ー
ム

扮
し
た
隊
員
が
踊
る
中
、
海
賊
隊
旗
や
は
、
じ
ゃ
が
い
も
だ
け
の
食
材
で
す
。

で
も
、
そ
こ
は
海
賊
の
や
さ
し
さ
。
互

い
に
融
通
し
合
っ
て
、
負
け
た
チ

l
ム

も
そ
れ
な
り
の
食
事
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
日
目
。
朝
6
時
過
ぎ
、
獲
物
を

求
め
て
、
海
賊
旗
を
掲
げ
4
隻
の
船
で

大
海
原
へ
。
さ
し
あ
み
を
巻
き
上
げ
る

と
、
コ
チ
、
ウ
シ
カ
、
イ
シ
モ
チ
な
ど

が
か
か
り
大
漁
。
支
援
隊
の
手
を
借
り

な
が
ら
獲
物
を
見
事
に
さ
ば
い
て
い
ま

し
た
。
き
し
み
、
煮
魚
、
焼
き
魚
、
て

ん
ぷ
ら
等
各
々
の
チ

l
ム
で
料
理
方
法

も
工
夫
。
新
鮮
さ
抜
群
で
あ
り
、
味
も

大
洗
町
と
栃
木
県
茂
木
町
の
小
学

5
・
6
年
生
侃
名
が
参
加
し
た
、
「
海
つ

子
・
山
っ
子
体
験
交
流
事
業
」
が
去
る

7
月
白
日
1
8
月
1
日
と
8
月
お
日
l

弘
日
の
2
固
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
事
業
は
、
那
珂
川
を
通
じ
て
昔

か
ら
交
流
の
あ
っ
た
両
町
の
子
ど
も
達

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
恵
ま
れ
た
自
然
の
中

で
の
体
験
を
通
し
、
人
間
と
山
・
川
・

海
と
の
つ
な
が
り
の
深
さ
を
学
ん
で
も

優秀

境坪、仲坪

永町

新町

南北清水、つば的、はまざし松の木

優秀賞

一・二丁目、仲町、金沢、通町

さくら、新町、青い鳥、舟渡

夏海

南北清水、つば的、はまざ〈、松の木

賞

t.~ 

0ソフトボールの部

l 最 優秀賞

一・二丁目、仲町、金沢、通町

祝町

夏海

髭釜

ら

0 ドッジボールの部

最優秀賞

境坪、仲坪

祝町

蔵前、上中指

髭釜

円

#ω
守

K
ω
E
O
E
O
E
o
o
E
E
0
0骨
ω
E
o
o
E
n
#
ω
E
o
n長
ωの
#
u
E
Z

あおお

に
「
灰
血
」
新
築
の
家
の
「
表
札
」
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
が

で
き
ま
し
た
。

作
品
は
素
焼
き
、
色
づ
け
、
本
焼
き

を
し
て
参
加
し
た
み
な
さ
ま
の
お
手
一
冗

に
届
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

な院が
できるか怠?

室

開。
子親

格
別
で
し
た
。

第
三
日
目
。
朝
5
時
起
床
。
海
は
自

分
た
ち
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
す
。
ボ
イ
ス

テ
の
ゴ
ミ
が
あ
ち
こ
ち
に
。
み
ん
な
で

協
力
し
て
き
れ
い
な
浜
辺
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ラ
イ
フ
セ

l
ビ
ン
グ
体
験
。

ボ
デ
ィ
ー
ボ

l
ド
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作

っ
た
ヨ
ッ
ト
で
波
乗
り
。
命
の
大
切
さ

を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
の
3
日
間
J

隊
員
の
黒
々

と
日
焼
け
し
た
顔
に
た
く
ま
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
次
回
は
掴
沼
、
さ
ら
に
は

新
潟
県
津
南
町
に
出
没
す
る
予
定
で
す
。

が
ん
ば
れ
、
ア
イ
ア
ン
キ
ツ
ズ
ノ

水
泳
教
室
が
、
去
る
7
月
旦
日
か
ら

8
月
日
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
小
学
生
を
対
象
に
楽
し
み
な

が
ら
水
泳
を
覚
え
る
こ
と
を
目
的
に
、

教
育
委
員
会
が
主
催
し
、
水
戸
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
協
力
を
得
て
行
っ
た

も
の
で
す
。

1
日
1
時
間
、

5
日
開
の
日
程
で
2

コ
!
ス
、
総
勢
2
0
0
名
の
小
学
生
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
水
戸
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク

ー
ル
の
先
生
の
ほ
か
に
、
サ
ン
ビ
ー
チ

等
で
人
命
救
助
活
動
を
展
開
し
て
い
る

ラ
イ
フ
セ

i
パ
l
の
皆
さ
ん
に
も
指
導

を
い
た
だ
き
、
プ
ー
ル
を
介
し
た
講
師

や
友
達
と
の
ふ
れ
あ
い
で
、
ま
ず
楽
し

み
な
が
ら
水
泳
に
親
し
む
、
と
い
う
最

初
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
営
プ

i
ル
は
、
本
年
よ
り
町
内
の

小
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
た
ち
は
無
料

に
な
り
ま
し
た
。
水
泳
教
室
が
終
わ
っ

て
か
ら
も
、
受
講
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
気

軽
に
泳
ぎ
に
来
て
、
教
室
で
学
ん
だ
成

果
や
水
泳
の
楽
し
き
を
満
喫
し
て
い
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

町
内
の
幼
稚
園
・
保
育
箇
の
年
長
児
・

小
学
校
低
学
年
生
の
親
子
同
組
が
参
加

し
た
「
親
子
陶
芸
教
室
」
が

7
月
詑
日

(
土
)
に
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

公
民
館
で
活
動
さ
れ
て
い
る
陶
芸

グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら

親
子
で
2
時
間
i

な
れ
な
い
手
つ
き
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
「
恐
竜
」
「
は
し
置

き
」
、
「
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
L

お
父
さ
ん

平成7年 9月5臼



らあおお

人
命
救
助
で

7
名
が
表
彰

今
年
で
出
回
目
を
迎
え
る
「
海
の
記
功
労
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
日
本
水

念
白
」
の
記
念
式
典
が
、
関
東
運
輸
局
難
救
済
会
大
洗
救
難
所
の
所
員
7
名
が

那
珂
湊
海
運
支
局
と
那
珂
湊
海
上
保
安
人
命
救
助
の
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

部
の
主
催
で
、
去
る
7
月
別
日
ひ
た
ち
ま
し
た
。

な
か
市
「
ニ
ュ
i
白
亜
紀
」
で
開
催
さ
大
洗
救
難
所
は
、
飛
田
清
二
所
長
ほ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
関
係
者
、
来
賓
合
か
所
員
内
名
で
海
難
救
助
等
に
活
躍
し

わ
せ
て
陀
名
が
出
席
。
て
い
ま
す
。
最
近
は
海
洋
レ
ジ
ャ
ー
等
の

式
典
で
は
、
海
事
業
務
に
携
わ
っ
た
事
故
が
全
国
的
に
増
え
て
お
り
、
大
洗

町
で
も
救
助
に
出
動
す
る
回
数
が
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し

む
一
人
ひ
と
り
が
気
を
つ
け
て
海
難
事

故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

表
彰
を
受
け
た
方
々
は
次
の
通
り
で

す

。

(

敬

称

略

)

飛

(

大

洗

町

漁

協

)

飛

(

大

洗

町

漁

協

)

小

(

大

洗

町

漁

協

)

仲

(

大

洗

町

漁

協

)

関

(

大

洗

町

漁

協

)

鈴

(

大

洗

町

漁

協

)

西

(

大

洗

町

漁

協

)

ピ
ー
チ
バ
レ
ー
め
醍
醐
昧
者
満
喫
1
1
1
J

I

-

-

i

l

i

-

-

師
、
ピ

l
チ
パ
レ
I
M
大

洗

l
k

大
洗
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
町
ビ
本
の
ト
ッ
プ
チ
l
ム
の
迫
力
あ
る
プ
レ

ー
チ
バ
レ
i
-
m
大
洗
(
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
l
に
歓
声
を
あ
げ
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の

リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
選
考
会
・
ジ
ャ
醍
醐
味
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

パ
ン
サ
ー
キ
ッ
ト
第
3
戦
)
が
サ
ン
ビ
な
お
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

l
チ
海
岸
で
、
去
る
7
月
幻
日
・
幻
自

の
2
臼
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
6
回
目
を
迎
え
た
今
大
会
に

は
、
一
般
参
加
の
男
子
1
0
3
チ
l
ム

と
女
子
訂
チ
l
ム
に
加
え
、
ジ
ャ
パ
ン

サ
ー
キ
ッ
ト
に
参
戦
中
の
4
チ
l
ム
も

加
わ
り
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

一
日
目
は
、

A
・B・

C
-
D
の
各
ゾ

ー
ン
に
分
か
れ
た
一
般
参
加
チ
ー
ム
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
や
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に

よ
る
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
チ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昼
休
み
に
は
「
ク

リ
ー
ン
作
戦
L

と
称
し
、
参
加
選
手
や

ス
タ
ッ
フ
一
一
回
で
会
場
や
そ
の
周
辺
の

ゴ
ト
拾
い
を
実
施
。

一
一
日
自
は
、
各
、
ソ
i
ン
を
勝
ち
抜
い

た
4
チ
l
ム
と
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
キ
ッ
ト

に
参
戦
中
の
4
チ
i
ム
に
よ
る
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
汗
と
砂
に
ま

み
れ
な
が
ら
好
ゲ
ー
ム
を
展
開
。

会
場
に
集
ま
っ
た
大
勢
の
観
客
は
日

平成7年 9月5日t ... (5)第285号

念木根島沼田回

清

二

藤
四
郎

且

美
洋

一
誠之士

口

幸日佐

〈男子〉

優勝|楊 可否認FJ敏和

高尾和行事熊田康司IJ
(強化指定選手) (富士フィルム)

酒井新吾・小川 淳
(福島教員)象印)

画園

⑧
 

F
佐圃

テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ
ー

ひ

し

ょ

弓

実
験
船
「
飛
期
」

見
学
会
の
お
知
ら
せ

造
船
7
社
が
開
発
を
進
め
て
い
る
超

高
速
貨
物
踏
テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ

ー

(
T
S
L
)
の
実
験
船
「
飛
朔
」
が
、

現
在
、
安
全
運
航
・
高
速
輸
送
シ
ス
テ

ム
等
の
総
合
実
験
航
海
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
実
験
船
「
飛
掬
」
が
、
9
月

中
旬
に
大
洗
港
へ
寄
港
、
そ
れ
に
伴
い

見
学
会
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

国
内
四
国
口

白
時
9
月
日
日
(
金
)
敬
老
の
日

午
後
2
時
i
4
時
ま
で

場
所
大
洗
港
第
4
埠
頭
地
区

※
見
学
会
に
併
せ
て
、
パ
ネ
ル
展
示

も
行
い
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

問
合
せ
先

茨
城
県
港
湾
課
港
湾
振
興
室

宮
山

8
1
1
1
・
内
線
4
2
4
1

大
洗
町
役
場
企
画
課

盟
加
5
1
1
1
・
内
線
2
2
3

テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ
ー

(
T
S
L
)

(
新
形
式
超
高
速
貨
物
船
)
実
験
船

O
船
名
「
飛
朔
(
ひ
し
よ
う
)
」

O
全
長
叩
m
(
2
分
の
l
模
型
)

O
幅

四

・

6
m

O
総
ト
ン
数

l
、
5
9
0
G
/
T

O
浮
上
方
法
空
気
圧
力
式
複
合
支
持

船
型
(
ホ
l
パ
l
ク
ラ
フ
ト
タ
イ
プ
)

O
推
進
方
法
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト

ポ
ン
プ
に
よ
る
推
進

成
人
式
を

自
分
た
ち
の
子
で
ノ

ー
成
人
式
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
へ

町
で
は
、
想
い
出
深
い
成
人
式
に
す

る
た
め
に
成
人
式
の
企
画
・
運
営
委
員

の
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

心
に
残
る
式
典
づ
く
り
に
、
二
十
歳

の
記
念
に
、
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
?
。

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

申
込
み
@
間
合
せ
先

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

宮

2
6
7
0
2
3
0

マ
ッ
サ
ー
ジ
@
は
り
の

無

料

奉

仕

大
洗
盲
人
福
祉
協
会
で
は
、
マ
ッ
サ

ー
ジ
圃
は
り
の
無
料
奉
仕
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

日
時
9
月
叫
臼
(
日
)
敬
老
の
日

午
前
日
時
i
午
後
3
時

場
所
大
洗
町
老
人
憩
の
家

対
象
者
出
歳
以
上

問
合
せ
先
大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会

盟
加
5
1
1
1
・
内
線
1
6
0

町
役
場
福
祉
課
盟
加
|
5
1
1
1
・

内
線
1
5
1

バ
イ
ク
の
畠
賠
責
保
険

の
契
約
を

無
保
険
(
無
共
済
)
バ
イ
ク
対
策
協

議
会
で
は
、
9
月
1
B
か
ら
9
月
初
日

ま
で
「
無
保
険
(
無
共
済
)
バ
イ
ク
を

な
く
そ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

制
∞
以
下
の
バ
イ
ク
に
は
車
検
制
度

が
な
い
た
め
、
白
賠
責
保
険
(
共
済
)

の
更
新
手
続
き
を
う
っ
か
り
忘
れ
た
無

保
険
バ
イ
ク
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保
険
(
共
済
)
へ

の
加
入
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

て
、
無
保
険
で
走
る
と
6
ヶ
月
以
下
の

懲
役
、
ま
た
は
、
5
万
円
以
下
の
罰
金

が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
違
反
点
数

6
点
、
免
許
停
止
処
分
と
な
り
ま
す
。

も
し
、
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い
た
ら
、

自
賠
責
保
険
(
共
済
)
の
継
続
契
約
を

忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

9
月
号
自
は
「
救
急
の
日
」

臨
急
手
当
講
習
を

受
け
ま
せ
ん
か

日
常
生
活
の
な
か
で
起
き
た
事
故
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
適
切
な
応
急
処

置
が
と
れ
る
か
は
、
た
い
へ
ん
重
要
な

こ
と
で
す
。

い
ざ
と
い
う
時
に
備
、
ぇ
適
切
な
応
急

手
当
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

各
種
団
体
及
び
事
業
所
・
町
内
会
等

を
対
象
に
応
急
手
当
講
習
(
受
講
者
日

名
以
上
)
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
消
防

本
部
盟
加
1
1
1
9
・
内
線
お
ま
で

こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

関
先
管
理
者
資
格
の

取
得
講
習
会

町
消
防
本
部
で
は
、
防
火
管
理
者
取

得
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
日
月
刊
日
(
月
)
・
口
日
(
火
)

午
前
8
時
叩
分
l
午
後
4
時
的
分

会
場
大
洗
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

定

員

却

名

費
用
2
、
5
0
0
円
(
テ
キ
ス
ト
代
)

申
込
方
法
申
込
書
(
町
消
防
本
部
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
)
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
9
月
日
日
開
i
9
月

mu
日
幽
ま
で
に
町
消
防
本
部
へ
郵
送

す
る
か
、
ま
た
は
持
参
し
て
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
町
消
防
本
部
消
防
係

官

腕

1
1
1
1
9
へ
。

行
政
書
士
無
料
相
談
所

の
開
設

「
官
公
署
へ
の
許
可
申
請
」
な
ど
で
、

お
困
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
茨
城
県
行
政
書
士
会
で
は
、

次
の
よ
う
に
「
電
話
・
無
料
相
談
所
」

を
開
設
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
下

さ
い
。

日

時

日
月
2
日
1
4
日

午
前
日
時
1
3
時

相
談
内
容
相
続
、
遺
言
、
各
種
契
約

(
贈
与
、
売
買
等
)
、
{
疋
款
、
不
動
産

登
記
、
許
認
可
申
請
(
建
設
、
風
俗

営
業
等
)
な
ど
。

哲
郎
1
0
1
8
8
一
T
m
水
戸
市
大

町
3
4
1
お
(
大
町
ビ
ル
3
F
)

茨
城
県
行
政
書
土
会

大
洗
水
墨
画
会

ー

ー

撰

覧

大
洗
水
墨
画
会
で
は
、
動
力
炉
・
核

燃
料
開
発
事
業
団
大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー

展
示
館
に
お
い
て
、
水
墨
画
の
展
覧
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
覧
下
さ
い
。

な
お
、
施
設
に
入
る
前
に
「
展
示
館

の
見
学
」
と
申
し
出
て
下
さ
い
。

日
時
9
月
ロ
日
i
m
月
1
日

※
日
曜
・
祭
日
も
開
催

午
前
9
時
1
午
後
4
時

動
燃
大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー

「
展
示
館
」

場

所

寄

稿

ク
リ
ス
ト
フ
pia-
ピ
ン
ツ

⑧ 

〈
日
米
の
文
化
@
習
慣
の
違
い
V

日
本
に
来
て
、
ア
メ
リ
カ
と
の
文

化
や
習
慣
の
違
い
で
い
く
つ
か
戸
惑

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
最
初
に
日
本
に
来
た
と

き
ほ
め
一
言
葉
や
お
世
辞
、
謙
遜
の
事

を
不
思
議
に
思
い
ま
し
た
。
私
は
、

「
ハ
l
ジ
メ
マ
シ
|
テ
」
と
い
う
間

違
っ
て
い
る
簡
単
な
あ
い
さ
つ
を
言

っ
た
ら
、
寸
日
本
語
、
つ
ま
い
ね
。
」
と

よ
く
一
言
わ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
は
、

そ
の
相
手
が
皮
肉
で
ば
か
に
し
て
い

る
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
本
当
に
感
心
し
て

い
る
と
き
し
か
ほ
め
言
葉
を
言
わ
な

い
の
で
す
。
で
す
か
ら
ア
メ
リ
カ
で

ほ
め
ら
れ
る
時
、
ほ
と
ん
ど
の
ア
メ

リ
カ
人
が
「
T
h
a
n
k
y
o
u
」

と
答
え
ま
す
。
要
す
る
に
ア
メ
リ
カ

人
は
自
分
で
自
分
の
事
を
す
ご
い
と

恩
わ
な
い
時
は
、
ほ
め
ら
れ
る
の
が

好
き
じ
ゃ
な
い
し
、
ほ
め
な
い
の
で

す。
も
う
一
つ
は
お
土
産
で
す
。
ア
メ

リ
カ
人
は
、
遠
い
と
こ
ろ
へ
行
っ
て

も
お
土
産
は
あ
ま
り
買
い
ま
せ
ん
。

人
の
家
へ
行
く
と
き
も
普
通
何
も
持

っ
て
い
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
出

か
け
る
と
き
な
ど
、
ど
う
い
う
お
土

産
を
買
え
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
時

海
外
青
年
協
力
隊
を

募
集
し
ま
す

応
募
資
格

募
集
期
間

説

明

会

日
本
国
籍
の
却
歳
1
泊
歳

日
月
日
日
1
1
月
初
日

%
幽
茨
城
教
育
会
館

%
例
目
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
1
l

un肘
土
浦
亀
域
プ
ラ
ザ

%
附
下
館
市
中
央
公
民
館

%
幽
茨
城
教
育
会
館

い
ず
れ
も
午
後
6
時
叩
分
1
8
時
却
分

間
合
せ
先

茨
城
県
福
祉
部
女
性
青
少
年
課

宮

m
8
1
1
1
・
内
線
2
7
4
4

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

他
に
は
、
自
分
の
意
見
の
表
し
方

の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
ご
存
じ
の
と

お
り
、
ア
メ
リ
カ
人
は
日
本
人
よ
り

意
見
を
は
っ
き
り
い
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
最
初
の
う
ち
は
、
日
本
人
に

と
っ
て
常
識
の
こ
と
で
も
、
私
に
通

じ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。

今
で
は
、
そ
の
習
慣
も
分
か
る
よ

う
に
な
り
、
私
も
ほ
め
一
一
言
葉
を
い
っ

た
り
、
謙
遜
し
た
り
、
お
土
産
を
買

っ
た
り
、
遠
回
し
に
言
っ
た
り
し
ま

す
。
不
思
議
に
思
わ
な
い
で
す
っ
か

り
慣
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
噂
話
で
す
。

大
洗
は
小
さ
い
町
で
す
が
、
私
の
出

身
の
シ
カ
ゴ
は
大
都
会
で
す
。
そ
れ

が
関
係
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

こ
に
来
て
噂
話
が
ぴ
つ
く
り
す
る
ほ

ど
多
か
っ
た
で
す
。
こ
う
い
う
話
の

県
民
サ
ッ
カ
ー
写
真
展

作

品

募

集

テ
ー
マ
ア
マ
チ
ュ
ア
の
サ
ッ
カ
ー
に

関
す
る
作
品

サ
イ
ズ
四
つ
切
り

応
募
期
間
9
月
1
日
1
9
月
初
日

賞
最
優
秀
賞
1
点
、
優
秀
賞
2
点
、

ア
ン
ト
ラ
|
ズ
監
督
賞
1
点
、
ア
ン

ト
ラ
i
ズ
選
手
賞
同
点
、
特
別
賞
他

送
り
先
@
問
合
せ
2
0
0
2
年
ワ
i

ル
ド
カ
ッ
プ
茨
城
県
招
致
委
員
会
事

務
局
(
県
企
画
部
地
域
振
興
室
内
)

干
抑
水
戸
市
三
の
丸
1
1
5
1招

雷

m
l
8
1
1
1
・
内
線
2
5
7
2

お
も
し
ろ
み
が
あ
ま
り
分
か
り
ま
せ

ん。
も
う
一
つ
は
、
東
京
に
住
ん
で
い

る
友
達
の
話
で
は
、
毎
日
夜
遅
く
ま

で
仕
事
を
し
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん

い
る
そ
う
で
す
。
役
場
や
学
校
に
も

何
人
か
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人
か
ら

見
る
と
日
本
人
は
働
き
過
ぎ
る
人
が

た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

気
に
な
ら
な
い
け
ど
、
今
で
も
分

か
ら
な
い
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
飲
み
に
行
っ
た
あ
と

会
っ
た
と
き
、
日
本
人
は
よ
く
「
こ

の
間
は
ど
う
も
ご
苦
労
様
で
し
た
。
」

と
い
い
ま
す
。
私
が
不
思
議
に
思
う

の
は
、
「
ど
う
し
て
遊
ぴ
に
い
く
と

き
苦
労
す
る
の
?
」
と
い
う
こ
と
で

す。
あ
と
、
家
へ
上
が
る
と
き
に
靴
を

脱
ぐ
こ
と
は
不
思
議
に
思
わ
な
い
け

ど
、
家
の
な
か
で
の
ス
リ
ッ
パ
の
履

き
か
え
が
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
だ
れ
か
の
家
へ
行
っ
て
あ

が
る
と
き
、
靴
を
脱
い
で
ス
リ
ッ
パ

を
履
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ト
イ
レ
へ

行
く
と
、
ト
イ
レ
の
ス
リ
ッ
パ
に
履

き
か
、
ぇ
終
わ
っ
た
後
、
前
の
ス
リ
ッ

パ
に
ま
た
履
き
か
え
ま
す
。
居
間
に

行
っ
て
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
を
歩
く
と

き
ま
た
脱
が
な
い
と
だ
め
。
ス
リ
ッ

パ
を
履
い
て
長
を
踏
む
と
失
礼
な
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
に
た
く
さ

ん
脱
い
だ
り
履
い
た
り
す
る
こ
と
が

お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。



第285号 (6)

ー
敬
老
金
パ
ス
送
迎
に

つ
い
て
H
H

敬
老
会
の
当
日
は
、
次
の
と
お
り
送

迎
パ
ス
を
運
行
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
下
さ
い
。

な
お
、
敬
老
の
日

(
9
月
日
日
)
は

各
ご
{
杢
腿
で
、
老
人
を
ご
慰
労
下
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ー
敬
老
会
送
迎
パ
ス
時
刻
表

l

一
号
車
岡
野
商
届
先
す
字
路

(
8
・・

m
)
i
成
田

1
松
川
集
会
所
l
神
山

(
8
・・叩
)
j
会
場

t~ ら通うおお

〈
由
ハ
間
一
〉
持
問
問

勢
調
査
の
日

平成7年 9F.15日

日
月
1
目
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
福
祉
・
雇
用
・

住
宅
対
策
な
ど
、
国
や
都
道
府
県
・
市

区
町
村
の
行
政
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
の
対
象
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す

べ
て
の
方
で
す
。

9
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
皆
様
の
お

宅
に
調
査
票
の
記
入
の
お
願
い
に
伺
い

ま
す
。
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
を
も
れ

な
く
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
刊
月

8
日
ま
で
に
、
調
査
員
が
受
け
取
り
に

伺
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す。

平
成
ロ
U

年
麓

開
立
翻
耕
輔
盟
関
饗
鶴
鰻
/

平
成
8
年
度
大
洗
町
立
幼
稚
園
の

入
園
児
を
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま

す。
入
園
を
希
望
す
る
保
護
者
の
方
は
、

当
該
幼
稚
園
に
入
園
願
書
を
直
接
提
出

し
て
下
さ
い
。
(
願
書
は
、
各
幼
稚
園
及

ぴ
教
育
委
員
会
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
)

ま
た
、
申
込
者
が
募
集
人
員
を
こ
え

た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
っ
て
決
定
い
た

し
ま
す
。

O
募
集
人
員
及
び
対
象
者

夏
海
幼
稚
園

5
歳

児

却

人

祝
町
幼
稚
園

4
歳

児

別

人

(
2
年
継
続
保
育
を
原
則
)

磯
浜
幼
稚
園

5
歳

児

羽

入

4
歳

児

平

成

3
年
4
月
2
日
1

融
叫
基
盤
A

輪

一

融

持

輪

開

輔

副

《

時

小

一

》

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す

二
号
車
矢
場
(
8
・・却

)
1農
業
会
館

j
大
貫
橋
i
船
渡
(
8
・
-
伍

)
j
会
場

三
号
車
前
原
住
宅
(
8
・・却
)
1
諏
訪

神
社
j
中
宿
バ
ス
停
1
田
山
石
油
活

前
(
8
・・的
)
j
関
東
銀
行
前
i
会
場

五
号
車
三
号
車
に
同
じ

六
号
車
平
一
戸
橋
バ
ス
停
(
8
-
-
m
)
j

茨
交
デ

l
リ
l
前
1
会
場

※
(
六
号
車
は
、
折
り
返
し
運
転
予
定
)

七
号
車
宗
五
郎
商
庖
前
(
8
・・

m
)
i

角
沼
前
1
会
場

八
号
車
祝
町
小
学
校
前

(
8
・
・
却
福

祉
パ
ス
)
j
松
ケ
丘
住
宅
j
明
治
記

念
館
j
会
場

7
原
子
力
擁
設
見
学
舎
に

「
ー
ー
ー
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

日
月
出
日
は
、
原
子
力
の
日
で
す
。
東
海
一
ア
ラ
パ

i
ク
↓
竜
神
大
吊
橋
↓

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
原
子
力
に
役
場
(
日
・
・
却
)

つ
い
て
正
し
い
認
識
を
持
っ
て
い
た
だ

O
参
加
資
格

く
た
め
、
今
年
も
原
子
力
施
設
見
学
会
大
洗
町
民
で
あ
る
こ
と
。

を

計

画

い

た

し

ま

し

た

。

初

め

て

の

方

を

優

先

と

し

ま

す

。

原
子
力
施
設
見
学
会
に
参
加
し
て
み

O
参

加

費

無

料

ま
せ
ん
か
。

o申
込
方
法

O
期
回
目
月
訂
日
(
金
)

9

月
出
日
(
木
)
午
前
8
時
加
分
よ
り

O
見

学

先

電

話

で

役

場

企

画

課

へ

お

申

し

込

み

下

日
本
原
子
力
研
究
所
・
大
洗
研
究
所
さ
い
。

原
電
東
海
テ
ラ
パ

l
ク

先

着

剖

名

で

締

切

ら

せ

て

い

た

だ

き

竜

神

大

吊

橋

(

水

府

村

)

ま

す

。

O

コ

ー

ス

盟

加

1
5
I
l
l
・

役
場
(
9
・
・
∞
)
↓
原
研
大
洗
↓
原
電

み
ん
怠
の
だ
め
の
ス
ポ
ー
ツ

第

1
回

一一ュ
i
ス
ポ
i
ツ
繋

町
内
在
住
勤
務
者

(
年
齢
制
限
な
し
)

日
月
刊
日
(
体
育
の
日
)

午
前
9
時
i
午
後
3
時

大
洗
町
総
合
運
動
公
園

O
歩
け
走
ろ
う
大
会

ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室

。
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

(
多
目
的
広
場
)

O
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

(
体
育
館
)

O
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

(
紹
介
、
ル
!
ル
説
明
、
実
技
)

付

9
月
比
日
(
木
)
ま
で
、
(
キ

ツ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
み
)

催
大
洗
町
教
育
委
員
会

大
洗
町
体
育
指
導
委
員
会

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
程
加

5
I
I
I
-
内
線
3
5
8
へ。

時目戸斤

"'" e晶、主

平
成
4
年
4
月
1
日
生

平
成
2
年
4
月
2
日
i

平
成
3
年
4
月
1
日
生

日
月
2
日
(
月
)
1

日
月
日
日
(
水
)

O
諸
経
費
(
参
考
・
・
平
成
7
年
度
)

入
園
料

2
、
0
0
0
円

保
育
料

4
、
0
0
0
円
(
月
額
)

給
食
費

4
、
0
0
0
円
(
月
額
)

そ
の
他
教
材
費
・
園
児
服
・
遊
び

着
・
パ
ッ
ク
・
帽
子
等

O
問
い
合
せ
先

教
育
委
員
会

夏
海
幼
稚
園

祝
町
幼
稚
閣

磯
浜
幼
稚
園

5
歳
児

O
募
集
期
間

揃

1
2
4
1
1

加

2
0
0
2

加

2
7
4
4

加

5
6
8
7

間
議
会
議
員
選
響

立
保
補
予
定
審
説
明
会

大
洗
町
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
去
る

8
月
日
日
委
員
会
を
開
催
し
、
任
期
満

了
に
よ
る
大
洗
町
の
議
会
議
員
選
挙
を

日
月
刊
日
公
示
し
、
同
月
日
日
を
投
票

日
と
す
る
こ
と
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
同
選
挙
に
伴
う
立

候
補
予
定
者
の
説
明
会
が
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。

V
と

き

9
月
お
日
(
月
)

午
前
日
時

V
と
こ
ろ
大
洗
町
役
場
3
階
会
議
室

※
問
い
合
せ
先
大
洗
町
選
挙
管
理
委

員
会
〔
役
場
内
〕

盟
加
1
5
1
1
1
(
内
線
2
3
3
)

町の人口と世帯

(8月i日現在)

人口 20，697人(+5) 
男 10，265人(+6) 
女 10，432人 (-1) 

世帯数 6，521戸(+3) 
転入 47人 転出 39人

出生 15人 死亡 18人

(H 7.8.10現在)
F三大洗文化センタ一行事予定襲 (9/10""'10/1)

及
、
ぴ
子
宮
が
ん
検
診
の

お

知

ら

せ

左
記
に
よ
り
、
胃
が
ん
及
ぴ
子
宮
が

ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

6
月
に

行
わ
れ
た
検
診
を
受
診
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
今
回
、
是
非
受
診
さ
れ
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

〈
聞
が
ん
検
診
〉

検

診

日

目

月

3
日(火)・

4
日
(
水
)

受
付
時
間
午
前
6
時
却
分
1
午
前
8

時
ま
で

検
診
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

対

象

者

ω歳
以
上
の
方
(
平
成
8

年
3
月
況
臼
ま
で
に
却
歳
に

な
る
方
も
該
当
し
ま
す
)

申
込
方
法

9
月
白
日
(
月
)
ま
で
に
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
下

き
い
。
〔
先
着
目
名

(
1
日
)

で
締
切
と
い
た
し
ま
す
〕

盟
加
|
5
1
1
1
⑮
1
2
4

〈
子
宮
が
ん
検
診
〉

検
診
日
日
月
口
日
(
火

)-m日
(
金
)

受
付
時
間
午
後
口
時
叩
分
i
午
後
1

時
却
分
ま
で

検
診
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者
叩
歳
以
上
の
女
性
(
平
成

8
年
3
月
旧
日
ま
で
に
却
歳

に
な
る
方
も
該
当
し
ま
す
)

申
込
方
法
日
月
9
日
(
月
)
ま
で
に
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
〔
先
着
別
名

(
1
日
)

で
締
切
と
い
た
し
ま
す
〕

盟
加
|
5
1
1
1
⑮
1
2
4

入場方法催主開催場所
円与宅

fヨ「内事催開始時間臼催関

十和宇有大洗文化センター自主事業ホールアニメ映画上映会
1音B10: 00-
2部 13:00-

9 : 30-

9月10日(日)

関係者大洗町役場福祉課ホールb‘ ヨス老奇土9月13日(水)

関係者水戸地区交通安全協会大会議室運転免許更新時講習会9 : 00-9月初日(金)

料金正県民話民舞連絡協議会査官全第1聞茨城県民話大会10月1日(日) 9 : 00-

10 10 10 10 10 

倒9/ 29 

9 9 
織月/ 田ヤ14/5 附/5 休/)4 (刈/3 (丹/}Z 休/)28 や}/427 

経 母 E問g 望 母 芋L 自在
ロ

手L
事

生 親
七ミ iJ'ミ

子 干重 児
ポ

ん ん 食 業

オ 教
検 検

相 i見 健
教

投 名
与 三三 2ロ2ノラ、 診 談 メ口入 診 三主

生 妊 40 40 母 生 生生 母親生後

後3 カ
娠 院~h先 歳 親

後3 後後
6 J;J. 以 及 6 3 3 

立せカ 上 上 び カ カカ カ
月 月 (7) σ〉 手L 月 月月 月

方 方 幼 i i 
9カ0 8 で で 児 9カ0 7 4 12 

象
月ま

カ 検 検
月ま

カカ カ
月 診 主ロ品ヨシ 月月 月

で (7) 申 申 で のの ロ〉
(7) 

初産 込 j者入 Fコ 手L手L 手L
者芋L 者

乳幼
児児 児

幼 σ〕 及
児 方 児 u' 

l 10 6 6 9 1 1 11 イ受寸
2時 11時 8時 日時 11s寺 2時 2時 l時
時 15時 00時 30H寺30時 00時 15H寺00時 00
15分 30分 30分 30分 00分 15分 00分 00分
分 分 分 分 分 分 分 分

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
1
午
前
日
時
)

0
9
月
日
日
附
整
形
外
科
医
指
導

0
9
月
四
日
閃

0
9
月
幻
日
幽

0
9
月
四
日
幽

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
i
午
後
3
時
)

0
9
月
目
白
川
W

専
門
療
法
士
指
導

o
m月
3
日
仰
専
門
療
法
土
指
導

「
機
能
回
復
訓
練
」

保健センター

だより

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センター(密266-2442)へお問い合わせ下さい。

最
近
は
、
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
お
か

げ
で
曽
が
ん
や
子
宮
が
ん
な
ど
の
死
亡
率
は
年
々

減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
増
え
続
け

て
い
る
の
が
肺
が
ん
で
す
。
男
性
で
は
、
胃
が
ん

を
抜
き
つ
い
に
死
亡
率
の
第
一
位
と
な
り
ま
し
た
。

肺
が
ん
は
、
初
期
に
は
無
症
状
の
こ
と
が
多
い

の
で
早
期
発
見
の
為
に
検
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

大
洗
町
で
も
、

9
月
に
基
本
健
診
と
合
わ
せ
て
腕

が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
自

分
の
体
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
検
診
は
、
羽
歳
を
過
ぎ
た
ら
年
に
1
1
2

回
受
け
る
の
が
理
想
的
で
、
特
に
喫
煙
習
慣
の
あ

る
人
は
忘
れ
ず
に
受
け
た
い
も
の
で
す
ね
。

ま
た
、
次
に
あ
げ
る
よ
う
な
症
状
が
1
つ
で
も

あ
り
、
長
引
く
よ
う
で
し
た
ら
迷
わ
ず
検
査
を
受

け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〈
肺
が
ん
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
項
目
〉

①
1
日
初
本
以
上
の
タ
バ
コ
を
吸
う

エエ肺がんのセルフチェック士二

(永町10区)
かずあき

小林一品ちゃん

は歳3ヶ月)

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

障
害
を
も
っ
た
方
で
機
能

回
復
訓
練
が
必
要
な
方

o

v尚
、
日
月
6
日
(
金
)
は
午
前
9
時
よ
り

午
後
3
時
ま
で
野
外
リ
ハ
ビ
リ
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
い
ず
れ
の
訓
練
も

中
止
と
な
り
ま
す
。

訓
練
場
所

訓
練
対
象

②
喫
煙
開
始
年
齢
が
四
歳
以
下

③
炭
鉱
や
重
金
属
を
扱
う
職
場
で
働
い
て
い
る

④
咳
や
タ
ン
が
続
く

⑤
時
々
激
し
く
咳
き
込
む

⑥
血
疾
が
で
る

⑦
声
が
か
す
れ
る

⑧
発
熱
が
あ
る

⑨
肩
こ
り
が
す
る

最
後
に
タ
バ
コ
を
や
め
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
た

皆
さ
ん
へ
。
喫
煙
指
数
が
酬
を
超
え
て
し
ま
っ
た

人
は
も
う
手
遅
れ
か
と
い
う
と
そ
ん
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
タ
バ
コ
が
様
々
な
部
位
の
発
が
ん
を

促
す
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
日
で
も
早
く
や
め
れ
ば
、
そ
の
効
果
は
あ
ら

わ
れ
ま
す
よ
。

※
喫
煙
指
数
刊
一
日
の
喫
煙
本
数
×
喫
煙
年
数

一
度
皆
さ
ん
も
計
算
し
て
み
て
下
さ
い
。

(
保
健
婦
・
照
山
美
樹
記
)
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